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アンケート調査結果の概要について 

 

１ 目的 

本事業は，「第４期宇都宮市障がい福祉サービス計画」の策定にあたり，障がい者の生活実態や障が

い福祉サービス等の必要な量とその確保策を検討する上での基礎資料を得ることを目的にアンケート

調査を実施した。 

 

２ 内容 

 （１）障がい福祉サービス等利用者向けアンケート調査 

 ア 調査対象  平成２６年１月における障がい福祉サービス等の利用者３，２６６人のうち，男

女別，年齢別に偏りがないよう層化無作為抽出した１，３４０人 

   イ 調査期間  平成２６年６月２日（月）～６月１３日（金） 

   ウ 調査方法  郵送 

   エ 調査項目  本人・介護者の状況，施設から地域への移行，日中活動や就労，相談，障がい福

祉サービス等の利用状況，成年後見制度など 

（２）障がい福祉サービス等提供事業所向けアンケート調査 

 ア 調査対象  平成２６年１月時点における障がい福祉サービス等を提供する市内すべての事

業所１７３箇所 

   イ 調査期間  平成２６年６月２日（月）～６月１３日（金） 

   ウ 調査方法  郵送 

   エ 調査項目  障がい福祉サービス等の提供状況や利用者ニーズの把握，運営上の課題，事業の

新設・拡大，施設から地域への移行，就労，サービス等利用計画など 

 

３ 回答状況 

 調査対象者 回答者数 回答率 

利用者向けアンケート調査 １，３４０人 ８５８人 ６４．０％ 

事業所向けアンケート調査 １７３箇所 １２３箇所 ７１．１％ 

 

 

 

 

 

 

別紙５ 



2 

 

４ 結果概要 

（１）障がい福祉サービス等利用者向けアンケート 

ア 福祉施設入所者の地域生活への移行 

○現在の入所先や入所している施設に満足していますか。 

→「満足している」は，約 73％。「満足していない」（17.3%）の理由は，「生活のしにくい場所にある」

（31.4%）が最も高い。    

            

              

 

○あなたは将来，入所施設等を退所し，生活の拠点を一般住宅やグループホームに移したり，家庭復

帰や単身での生活をしたいと思いますか。 

  →「今のまま生活したい」（62.9%）が最も高く，次いで「家族と一緒に暮らしたい」（11.2%）となっ

ている。「地域で生活したいと思わない」（4.3%）の理由は，「今入所している施設が設備やスタッフ

が揃っていて安心」（40％）が高くなっている。  

   

63%

10%

11%

1%

4%

10%

0% 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

今 の ま ま 生 活 し た い

（73件 ）

グ ル ー プ ホ ー ム な ど を 利 用 し た い

（12件 ）

家 族 と 一 緒 に 生 活 し た い

（13件 ）

一 般 の 住 宅 で 一 人 暮 ら し を し た い

（1件 ）

地 域 で 生 活 し た い と 思 わ な い

（5件 ）

無 回 答

（12件 ）

 

 

ｎ=202 

ｎ=116 
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○入所施設等を退所し，生活の拠点を一般住宅やグループホームに移したり，家庭復帰や単身での生

活をするためには，どのような支援があればよいと思いますか。（複数回答可） 

  →「経済的な負担の軽減」（55.6%）が最も高く，次いで「必要な在宅サービスなどが適切に受けられ

ること」（54.2%），「障がい者に適した住居の確保」（47.7%）となっている。 

54.2%

47.7%

30.8%

55.6%

45.1%

36.6%

4.7%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

必要な在宅サービスなどが適切に受けられること

(465件)

障がい者に適した住居の確保

(409件)

生活訓練等の充実

(264件)

経済的な負担の軽減

(477件)

相談する相手が身近にいること

(387件)

地域住民等の理解

(314件)

その他

(40件)

無回答

(172件)

 

イ 福祉施設から一般就労への移行 

○日中は主にどのように過ごしていますか。 

  →「福祉施設や作業所等（※就労移行支援，就労継続支援Ａ型，就労継続支援Ｂ型への通所を含む）

で，工賃(賃金)を得る仕事をしている」（37.5%）が最も高く，次いで「自宅で過ごしている」（13.1%）

となっている。 

37.5%

2.4%

8.4%

1.0%

12.0%

0.0%

0.9%

13.1%

0.0%

11.1%

2.0%

1.0%

3.3%

0.2%

7.0%

0% 10% 20% 30% 40%

福祉施設や作業所等で，

工賃(賃金)を得る仕事をしている）（322件）

一般企業，自営業，家業などで

給料を得て仕事をしている（21件）

身体機能維持・回復の訓練や

生活訓練が中心の施設に通っている（72件）

リハビリテーションや治療のために通院している（9件）

病院や入所施設で過ごしている（103件）

社会活動（ボランティアなど）を行っている（0件）

家庭で家事，育児，介護などを行っている（8件）

自宅で過ごしている（112件）

大学，専門学校，職業訓練校などに通っている（0件）

特別支援学校に通っている（95件）

一般の高校，小中学校に通っている（17件）

幼稚園，保育所に通っている（9件）

障がい児通園施設などに通っている（28件）

その他（2件）

無回答（60件）

 

ｎ=858 

ｎ=858 
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○現在の仕事について，今後どのように続けていきたいですか。（※福祉施設や作業所で働いている

方への質問） 

  →「工賃(賃金)の額に関係なく，現在行っている仕事を続けていきたい」（57.8%）が最も高く，次い

で「一般就労していないが，健常者と一緒に働きたいと考えている」（11.2%）となっている。 

    

57.8%

9.6%

8.4%

11.2%

2.5%

10.6%

0% 20% 40% 60% 80%

工賃(賃金)の額に関係なく，

現在行っている仕事を続けていきたい

（186件）

大変でも，より多く工賃(賃金)の

もらえる仕事に就きたい（31件）

工賃(賃金)の額に関係なく，

自分のやりたい仕事に就きたい（27件）

一般就労していないが，

健常者と一緒に働きたいと考えている

（36件）

その他（8件）

無回答（34件）

 

 

○現在の仕事について，どのような勤務形態で働いていますか。（※一般企業で働いている方への質

問） 

  →「パート・アルバイト等の非常勤職員，派遣職員」（52.4%）が最も高く，次いで「正職員で他の職

員と勤務条件に違いはない」（9.5%），「自営業，経営者」（9.5%）となっている。 

 

9.5%

14.3%

52.4%

0.0%

9.5%

4.8%

9.5%

0% 20% 40% 60%

正職員で他の職員と

勤務条件に違いはない（2件）

正職員で短時間勤務などの配慮がある（3件）

パート・アルバイト等の非常勤職員，派遣職員

（11件）

現在は健常者の方と一緒に働いていないが，

今後，健常者と一緒に働きたいと考えている

（0件）

自営業，経営者（2件）

その他（1件）

無回答（2件）

 

  

ｎ=322 

ｎ=21 
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○障がい者の就労支援として，どのようなことが必要だと思いますか。 

  →「職場の障がい者への理解」（31.1%）が最も高く，次いで「通勤手段の確保」（17.8%）となってい

る。 

 

17.8%

5.6%

9.7%

5.9%

31.1%

17.7%

13.9%

9.6%

9.4%

4.2%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40%

通勤手段の確保（153件）

勤務場所などにおけるバリアフリー等の配慮（48件）

短時間勤務や勤務日数等の配慮（83件）

在宅勤務の拡充（51件）

職場の障がい者への理解（267件）

職場で介助や援助などを受けられること（152件）

就労後のフォローなど職場と

支援機関の連携（119件）

知識や能力向上のための職業訓練の充実（82件）

職場外における相談対応や支援（81件）

その他（36件）

無回答（172件）

 

        

ウ 相談支援 

○あなたが将来の生活のことで不安に思っていることは何ですか。（複数回答可） 

  →「現在，介護してくれる家族が病気等になったら，どうすればよいのか」（46.4%）が最も高く，次

いで「必要なサービスを受けながら，自立した生活を送ることができるか」（43.1%）となっている。 

43.1%

31.2%

41.5%

25.9%

25.2%

46.4%

39.9%

17.8%

40.7%

6.5%

6.1%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

必要なサービスを受けながら，

自立した生活を送ることができるか（370件）

働くことができるか，

また，働き続けることができるか（268件）

生活に必要な収入を得ることができるか

（356件）

身近な人や地域から，簡単な支援や

見守りを受けることができるか（222件）

自分の財産などを管理し，必要な権利などを

主張することができるか（216件）

現在，介護してくれる家族が病気等

になったら，どうすればよいのか（398件）

自分の障がいの状態に合った

住まいを確保することができるか（342件）

社会や地域から孤立しないか（153件）

病気や障がいの状態が悪化しないか（349件）

特にない（56件）

その他（52件）

無回答（40件）

 

ｎ=858 

ｎ=858 
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○あなたは普段，悩みや困ったことを誰に相談しますか。（複数回答可） 

  →「家族や親戚」（57.7%）が最も高く，次いで「福祉施設の職員・指導員」（33.7%）となっている。 

57.7%

20.2%

5.8%

6.4%

3.4%

1.5%

9.9%

1.9%

5.5%

1.6%

6.3%

33.7%

4.8%

16.6%

9.3%

0.2%

1.2%

1.2%

4.1%

7.2%

5.2%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家族や親戚（495件）

友人・知人（173件）

職場の上司や同僚（50件）

障がい者生活支援センター（55件）

社会福祉協議会（29件）

市の保健師（13件）

市の障がい福祉課（85件）

市の子ども発達センター（16件）

とちぎリハビリテーションセンター

（47件）

県の福祉の窓口（14件）

保育所の保育士や学校の教員（54件）

福祉施設の職員・指導員（289件）

就労支援機関(ハローワーク，

障害者就業・生活支援センター

など) （41件）

病院の医師や看護師（142件）

ホームヘルパーや訪問看護師（80件）

手話通訳やガイドヘルパー（2件）

ボランティア（10件）

民生委員・児童委員（10件）

身体障がい者相談員

知的障がい者相談員（35件）

相談する人がいない，わからない

（62件）

その他（45件）

無回答（38件）

 

ｎ=858 
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エ 成年後見制度 

○あなたは成年後見制度を知っていますか。 

  →「制度を知らない」（42.9%）が最も高く，次いで「制度を知っており，利用したいと思う」（22.3%）

となっている。 

    

22.3%

19.1%

42.9%

6.2%

9.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

制度を知っており，利用したいと思う

（191件）

制度を知っているが，

利用したいと思わない（164件）

制度を知らない（368件）

その他（53件）

無回答（82件）

 

 

○成年後見制度に関して，どのような情報が提供されればよいと思いますか。（複数回答可） 

  →「成年後見制度に関する相談窓口」（59.2%），「成年後見制度を利用する場合の手続き方法」（59.2%）

が最も高く，次いで「この制度を利用したときの一般的な費用」（58.3%）となっている。 

    

59.2%

59.2%

56.6%

58.3%

49.0%

57.7%

3.7%

6.2%

0% 20% 40% 60% 80%

成年後見制度に関する相談窓口（210件）

成年後見制度を利用する場合の手続き方法

（210件）

どんな場合に利用されているかなどの

具体的な事例（201件）

この制度を利用したときの一般的な費用（207

件）

申立費用の助成制度などの支援内容（174

件）

後見人になってくれる人に

どんな人がいるかの具体的な情報（205件）

その他（13件）

無回答（22件）

 

ｎ=858 

ｎ=355 
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オ 障がい福祉サービス全般 

○今後，どのようなサービスを増やしてほしい，充実してほしいと思いますか。（複数回答可） 

  →「福祉に関するさまざまな相談機能を充実してほしい」（40.3%）が最も高く，次いで「サービスの

利用について，申請や手続き方法を分かりやすくしてほしい」（39.7%）となっている。 

   

4 0 . 3 %

2 6 . 2 %

2 8 . 3 %

3 0 . 1 %

2 1 . 0 %

2 6 . 9 %

2 5 . 1 %

2 6 . 9 %

1 7 . 5 %

3 9 . 7 %

2 6 . 5 %

3 0 . 7 %

1 7 . 9 %

1 2 . 5 %

0% 1 0 % 2 0 % 3 0 % 4 0 % 5 0 %

福 祉 に 関 す る さ ま ざ ま な

相 談 機 能 を 充 実 し て ほ し い （346件 ）

ホ ー ム ヘ ル プ や シ ョ ー ト ス テ イ な ど の

在 宅 サ ー ビ ス を 充 実 し て ほ し い （225

件 ）

グ ル ー プ ホ ー ム な ど の

住 ま い の 場 を 増 や し て ほ し い （243件 ）

工 賃(賃 金)を 得 て 働 く 場 ，

日 中 活 動 の 場 を 増 や し て ほ し い （258

件 ）

就 職 に つ な が る よ う な 支 援 が ほ し い

（180件 ）

日 中 に お け る 交 流 ・ 憩 い の 場 を

充 実 し て ほ し い （231件 ）

緊 急 時 の 連 絡 手 段 や

防 災 対 策 を 充 実 し て ほ し い （215件 ）

障 が い の 理 解 を 深 め た り ，

健 常 者 と 障 が い 者 の

交 流 の 場 を 充 実 し て ほ し い （231件 ）

障 が い 者 ス ポ ー ツ ，

芸 術 ・ 文 化 活 動 な ど へ の

支 援 が ほ し い （150件 ）

サ ー ビ ス の 利 用 に つ い て ，

申 請 や 手 続 き 方 法 を

分 か り や す く し て ほ し い （341件 ）

サ ー ビ ス の 利 用 条 件 を

緩 や か に し て ほ し い （227件 ）

サ ー ビ ス に 関 す る

費 用 負 担 を 軽 く し て ほ し い （263件 ）

そ の 他 （154件 ）

無 回 答 （107件 ）

 

 

ｎ=858 
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○現在利用している障がい福祉サービスなどについて，満足度をお答えください。 

（グラフは，「満足」または「やや満足」と回答した割合） 

  →「児童発達支援」（65.6%），「放課後等デイサービス」（64.7%）など障がい児を対象としたサービス

の満足度が高い。また，「共同生活援助（グループホーム）」（61.1%），施設入所支援（57.3%）など

の居住系サービスの満足度が高く，「就労移行支援」（36.4%），「短期入所」（36.4%）などの満足度

が低くなっている。 

53.3%

42.1%

39.5%

40.0%

0.0%

47.8%

54.5%

36.4%

44.5%

46.7%

36.4%

61.1%

57.3%

48.4%

65.6%

64.7%

60.0%

42.9%

58.9%

50.8%

47.4%

46.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

居宅介護（72/135件）

重度訪問介護（16/38件）

同行援護（15/38件）

行動援護（26/65件）

重度障害者等包括支援（0/0件）

生活介護（100/209件）

自立訓練（機能・生活）（48/88件）

就労移行支援（24/66件）

就労継続支援（85/191件）

療養介護（7/15件）

短期入所（40/110件）

共同生活援助（ＧＨ）（55/90件）

施設入所支援（63/110件）

相談支援（78/161件）

児童発達支援（21/32）

放課後等デイサービス（44/68件）

医療型児童発達支援（6/10件）

保育所等訪問支援（3/7件）

移動支援事業（93/158件）

地域生活支援センター（30/59件）

日中一時支援事業（91/192件）

日常生活用具給付事業（30/65件）
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（２）障がい福祉サービス等提供事業所向けアンケート 

ア 事業運営 

○事業を運営する上で，どのようなことが課題であると考えていますか。（複数回答可） 

  →「スタッフ（人材）の確保」（74.2%）が最も高く，次いで「スタッフ（人材）の育成」（71.0%）と

なっている。 

74.2%

71.0%

26.6%

19.4%

4.8%

16.1%

15.3%

23.4%

21.0%

29.0%

4.0%

33.9%

0.8%

13.7%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

スタッフ（人材）の確保（92件）

スタッフ（人材）の育成（88件）

利用者の身体状況の把握（33件）

利用者や家族のサービスの理解の低さ（24件）

利用者からの苦情（6件）

事故への対応（20件）

訪問や送迎が非効率（19件）

設備の充実（29件）

医療機関との連携（26件）

他のサービス事業所との連携（36件）

他のサービス事業所との競争（5件）

報酬単価の低さ（42件）

特に課題はない（1件）

その他（17件）

無回答（3件）

 

 

○サービスの質の向上のために，どのようなことを実施していますか。（複数回答可） 

  →「事業所内での研修を行っている」（78.2%）が最も高く，次いで「問題事例等に関するケース検討

会などを開催している」（58.1%）となっている。 

33.9%

47.6%

16.9%

15.3%

4.8%

58.1%

78.2%

52.4%

4.0%

7.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

サービス提供のガイドライン・マニュアルを作成している

（42件）

事故防止のための事例の収集・共有を図っている

（59件）

利用者や家族に対し，満足度調査を行っている（21件）

設備を充実している（19件）

第三者評価などの外部評価を受けている（6件）

問題事例等に関するケース検討会などを開催している

（72件）

事業所内での研修を行っている（97件）

外部での研修を行っている（65件）

特に行っていない（5件）

その他（9件）

 

ｎ=124 

ｎ=124 
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イ 福祉施設入所者の地域生活への移行 

○施設入所者の地域生活への移行にあたって必要だと思うことは何ですか。（複数回答可） 

  →「地域住民の正しい理解や協力」（65.3%）が最も高く，次いで「地域の相談支援体制の充実」（57.3%），

「日中活動の場の充実（就労，訓練の場・余暇活動など）」（57.3%）となっている。 

65.3%

57.3%

57.3%

54.0%

39.5%

29.0%

23.4%

42.7%

30.6%

25.8%

33.9%

24.2%

5.6%

12.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

地域住民の正しい理解や協力（81件）

地域の相談支援体制の充実（71件）

日中活動の場の充実

（就労，訓練の場・余暇活動など)（71件）

夜間の支援体制の充実

（緊急時の対応，介護・医療的ケア等）（67件）

障がいのある方の公営住宅の

整備，積極的な受け入れ（49件）

住まいの契約時に関する

保証人の問題等の解消（36件）

住まいのバリアフリー化の促進

（補助制度の拡充等）（29件）

グループホーム等の建設に対する

公的支援，補助制度の充実（53件）

入居費用軽減のための家賃補助（38件）

運営費補助等の公的支援（32件）

グループホームの報酬単価の引き上げ（42

件）

ショートステイの受け入れ体制の整備（30件）

その他（7件）

無回答（16件）

 

ウ 福祉施設から一般就労への移行 

○障がいのある方が就労をするために必要なことは何ですか。（複数回答可） 

  →「施設・事業所と企業とのつながり・情報交換」（72.6%）が最も高く，次いで「障がい者雇用に対

する企業の積極的な取り組み」（66.1%）となっている。 

63.7%

72.6%

50.0%

66.1%

45.2%

37.9%

37.1%

7.3%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80%

企業，社会全体が支えあう仕組みづくり

（79件）

施設・事業所と企業との

つながり・情報交換（90件）

一般企業への実習，研修制度の充実

（62件）

障がい者雇用に対する企業の

積極的な取り組み（82件）

行政側の積極的な就労先の紹介，斡旋

（56件）

ジョブコーチ制度の利用拡充（47件）

特別支援学校生の実習受け入れ，

就労体験制度の充実（46件）

その他（9件）

無回答（6件）

 

ｎ=124 

ｎ=124 



12 

 

エ 障がい福祉サービス 

○障がい者のサービス利用の希望に対し，受け入れできなかったことがありますか。 

  →「ある」が 64.5%，「ない」が 33.9%となっている。 

           

ある

80件

64%

ない

42件

34%

無回答

2件

2%

 

 

○利用者の受け入れができなかった理由はどのようなものですか。（複数回答可） 

  →「利用希望者の対応に必要な，知識や経験，資格のある支援員が不足していたため」（36.3%）が最

も高く，次いで「定員がいっぱいだったため（満床だったため）」（28.8%）となっている。 

28.8%

36.3%

25.0%

26.3%

17.5%

23.8%

0% 10% 20% 30% 40%

定員がいっぱいだったため

（満床だったため）（23件）

利用希望者の対応に必要な，知識や経験，

資格のある支援員が不足していたため

（29件）

利用希望者の性別や年齢などにより，

対応できる支援員が不足していたため

（20件）

利用希望者の障がい特性により，

他の利用者への配慮等が必要だったため

（21件）

利用希望者に対し，充分なケアができる

設備が整っていなかったため（14件）

その他（19件）

 

 

ｎ=124 

ｎ=80 



13 

 

○受け入れを断った障がい者の方は，どのような方でしたか。（複数回答可） 

  →「医療的なケアの必要な方（例：人工呼吸器の管理や気管切開部分の消毒など）」（19.4%）が最も

高く，次いで「強度行動障害のある方（自傷，他害行為などを頻回に繰り返す）」（13.7%），「自閉

症や重度の精神疾患などにより，コミュニケーションや意思疎通が難しい」（13.7%）となっている。 

11.3%

13.7%

19.4%

13.7%

2.4%

3.2%

12.9%

43.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

重症心身障害児者（知的障がいと

肢体不自由の重複障がいのある方）（14件）

強度行動障害のある方（自傷，

他害行為などを頻回に繰り返す）（17件）

医療的なケアの必要な方（人工呼吸器の

管理や気管切開部分の消毒など）（24件）

自閉症や重度の精神疾患などにより，

コミュニケーションや意思疎通が難しい

（17件）

てんかんなど，発作を伴う疾患がある方

（3件）

難病のある方（4件）

その他（16件）

無回答（54件）

 

 

○利用希望に可能な限り対応するため，今後どのような点を充実すれば良いと思いますか。（複数回

答可） 

  →「障がい特性に合わせた対応が可能な知識や経験を有する，支援員の確保」（62.1%）が最も高く，

次いで「多様な利用者に対応するための研修等の充実」（47.6%）となっている。 

25.8%

17.7%

42.7%

62.1%

47.6%

7.3%

9.7%

0% 20% 40% 60% 80%

看護師など有資格者の配置に

対する報酬等の加算などの創設

（32件）

重症心身障害児者に対する

報酬等の加算などの創設（22件）

施設や設備の充実を図るための

補助金等の創設（53件）

障がい特性に合わせた対応が可能な

知識や経験を有する，支援員の確保

（77件）

多様な利用者に対応するための

研修等の充実（59件）

その他（9件）

無回答（12件）

 

ｎ=124 

ｎ=124 
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○今後，貴事業所において，定員の増や施設の拡大など，提供するサービスを拡充する予定がありま

すか。 

  →「ある」が 33.9%であり，そのうち「施設を増設または新設する」が高い。また，「ない」が 59.7%

であり，そのうち「希望はあるが，サービスの拡充に対応できる人材の確保が難しい」が高い。 

          

ある

42件

33.9%

ない

74件

59.7%

無回答

8件

6.5%

 

     

  

カ テ ゴ リ 件 数 全 体 （ % ）

1 ある 42 33.9

① 現 在 提 供 し て い る サ ー ビ ス の 定 員 を 増 員 す る 14 11.3

②新たにサービス提供を開始する 9 7.3

③施設を増設または新設する 16 12.9

④現在の施設でスタッフを拡充する 8 6.5

⑤その他 4 3.2

2 ない 74 59.7

① 希 望 は あ る が ， 事 業 の 拡 充 に 対 応 す る 資 金 が な い13 10.5

② 希 望 は あ る が ， 事 業 所 を 設 置 す る 用 地 が な い 6 4 . 8

③ 希 望 は あ る が ， 既 存 の 施 設 や 設 備 で は ， 事 業 を 拡 大 で き な い8 6 . 5

④ 希 望 は あ る が ， サ ー ビ ス の 拡 充 に 対 応 で き る 人 材 の 確 保 が 難 し
い

27 21.8

⑤希望も予定もない 15 12.1

⑥その他 13 10.5

無回答 8 6.5

合計 124 100.0  

ｎ=124 


